
（単位：百万円）

採択年

総事業費 進捗率

うち工事費 進捗率

目標年 うち用地費 進捗率

Ｈ１０

1,695 91.1%

Ｈ２７ 0 0%

④

【全体事業概要】
延長：５，８３８ｍ

延長：1,591m
事業費：150百万円

～
【事業目的】
路網が未整備な旧飯南町
西部に位置する森林の骨格
的な林道として開設を行い、
持続的且つ計画的な森林
の整備や生産性及び公益
的機能の向上を図ることを
目的とする。

1,695 91.1%

延長：4，247ｍ ・松阪市では、平成１８年度を始期とす
る総合計画を樹立し、「林業基盤の整
備」、「担い手の育成」、「林業の経営安
定の推進」、「森林の公益的機能の推
進」を施策内容として、林業の振興のた
め取り組むこととしており、その一環と
して「生産林活性化モデル事業」が実
施されている。
・松阪コンビナートにおけるスギ・ヒノキ
の取扱量及び平均価格を平成１７年度
と平成２１年度で比較すると、取扱量・
平均価格とも約２割減少している。

【費用便益分析結果】
Ｂ／Ｃ＝23.0億円／21.1億円
＝1.09

【コスト縮減】
波形線形の計画や、流用土
が活用でき残土の低減が図
れる補強土壁工の採用及び
路肩の縮減の実施により、コ
スト縮減を図る。

【代替案の可能性】
当路線の利用区域内の森林
整備を図る必要があることか
ら、当林道を開設する以外に
代替案はない。
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（単位：百万円）

採択年

総事業費 進捗率

うち工事費 進捗率

目標年 うち用地費 進捗率

事業進捗状況

事業を巡る社会経済状況等の動向

事

業

名

番

号

箇

所

名

市

町

名

平成２２年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

～
事業進捗内容

費用対便益分析結果・コスト
縮減の可能性・代替案の検

討 等
今後の事業の見通し

再

評

価

の

理

由

全体事業概要と目的

Ｈ８

26,952 72%

Ｈ２４ 2,750 100%

～
【事業目的】

国道１６７号、県道伊勢磯
部線の交通渋滞を解消し、
安全で円滑な交通の確保を
図ります。

整備済延長
L=３，８４０ｍ

主要構造物（整備済）
トンネル ３本

橋梁 ５橋

主要構造物（施工中）

松下ジャンクション

鳥羽白木ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ

トンネル １本

伊勢市と志摩地域を結ぶ主要な道路
である一般国道１６７号と県道伊勢磯
辺線は、休日や観光シーズンに鳥羽市
街地と宇治浦田町交差点部における渋
滞が続いており、当該事業の必要性に
変化はありません。
また、県立志摩病院は、長年にわたり

志摩地域の救急医療を担っています
が、医師数の減少により、平成２１年３
月から内科、平成２２年７月から外科の
救急体制が縮小され、志摩市内から伊
勢市への救急搬送が増加しています。
このことから、救急車両の円滑な通行
のため、当該事業への期待が高まって
います。

【費用対効果分析】

Ｂ／Ｃ＝２．４

【コスト縮減】

橋梁整備において、少数主
桁の採用による建設コストの
縮減や、耐候性鋼材の使用
による維持管理コストの縮減
を図っています。

【代替案の検討】

事業の進捗状況及び費用
対効果分析結果から、代替
案はありません。

平成２４年度の全
線供用に向け事業
を推進します。

③

【全体事業概要】

延長 Ｌ＝７，６００ｍ

幅員 Ｗ＝６．５（８．５）ｍ

主要構造物
トンネル ４本

橋梁 ５橋

松下ジャンクション

鳥羽白木インターチェンジ

29,702 73%
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（単位：百万円）

採択年

総事業費 進捗率

うち工事費 進捗率

目標年 うち用地費 進捗率

事業進捗状況

事業を巡る社会経済状況等の動向

事

業

名

番

号

箇

所

名

市

町

名

平成２２年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

～
事業進捗内容

費用対便益分析結果・コスト
縮減の可能性・代替案の検

討 等
今後の事業の見通し

再

評

価

の

理

由

全体事業概要と目的

Ｓ６１

9,227 77%

Ｈ２７ 4,119 97%

～

供用延長
Ｌ＝４，２１０ｍ

主要構造物（整備済）
磯部トンネル

橋梁 ３橋

主要構造物（施工中）
橋梁 ２橋

現道は、朝夕、休日や観光シーズン
に志摩市市街地における渋滞が続いて
おり、当該事業の必要性に変化はあり
ません。
また、県立志摩病院は、長年にわたり

志摩地域の救急医療を担っています
が、医師数の減少により、平成２１年３
月から内科、平成２２年７月から外科の
救急体制が縮小され、志摩市内から伊
勢市への救急搬送が増加しています。
このことから、救急車両の円滑な通行
のため、当該事業への期待が高まって
います。

【費用対効果分析】

Ｂ／Ｃ＝３．０

【コスト縮減の可能性】

橋梁整備において、少数主
桁の採用による建設コストの
縮減を図っています。
また、切土法面の法尻部に

コンクリート張工を施工し、除
草に要する維持管理コストの
削減を図っています。

【代替案の検討】

事業の進捗状況及び費用
対効果分析結果から、代替
案はありません。

平成２７年度の全
線供用に向け事業
を推進します｡

③

【全体事業概要】

延長 Ｌ＝７，６５０ｍ

幅員 Ｗ＝６．５(１２．２５)ｍ

主要構造物
磯部トンネル

橋梁 ５橋 13,346 83%

【事業目的】

志摩市市街地の交通渋滞
を解消し、安全で円滑な交
通の確保を図ります。
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（単位：百万円）

完了年度 総事業費

当初 当初

最終 最終

【事業概要】
防波堤 385m
岸壁 (-4.5m)300m

(-5.5m)90m
物揚場 (-4.0m) 40m

(-3.5m) 35m
泊地 (-5.5m) 8,750㎡

(-4.5m) 7,518㎡
(-3.5m) 490㎡

臨港道路 845.1m
導流堤 120m H14 5,785

【事業目的】
漁船の大型化や陸上トラッ
ク輸送へ対応する港湾施
設整備により、漁業活動の
効率化を図る。
また、地域防災計画に位置
付けられた耐震強化岸壁を
整備し、地震時における輸
送路の確保を図る。

H17 5,822
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平成２２年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

全体事業概要と目的 事業の効果
採択

年度
県民の意見 今後の課題

事業の環境面への配
慮及び事業による環

境の変化

事業を巡る社会経済
情勢等の変化

・長島港の入港船舶隻数
の平成11年から平成20年
まで10年間の推移は、およ
そ25,000隻前後で横ばい
の推移を示していますが、
直近の平成20年は約
21,000隻と減少傾向となっ
ています。
また船種別では殆どが漁
船となっています。

・長島地区の漁船隻数の
推移は、昭和60年から平
成12年までの15年間は、
ほぼ横ばいの推移を示し
ていますが、平成12年から
平成17年の5年間で約半
数に減少しています。

・長島港の取扱貨物量の
推移は、平成11年から平
成20年まで10年間の推移
は、平成12年は2万4千ﾄﾝ
でしたが、平成13年から石
材の取扱量が増加し、平
成14年には29万ﾄﾝに達し
ました。
その後、おおよそ20万ﾄﾝ程
度で推移してきましたが、
平成20年には1万8千ﾄﾝに
減少しました。
直近の平成21年は前年と
ほぼ同様の1万9千ﾄﾝと
なっています。

・長島港の取扱貨物の構
成は、出入別では移入が
多く、移出貨物のおおよそ
３倍となっています。
品目別では、移出貨物は
重油が100%を占めていま
す。
移入貨物でも重油が47%で
最も多く、次いで水産品が
45%となっており、
この２品目で移入貨物全体
の9割以上を占めていま
す。

・小型船だまりの整備
による安全面、荷役効
率等について、効果を
感じているとの回答が
感じていないとの回答
を上回っている。

・耐震強化岸壁の整
備による不安の軽減
について、約半数が
効果を感じていると回
答している。

・耐震強化岸壁の整備および
効果について、周辺の住民へ
のさらなる認知度向上を図る。

・町がハザードマップを２回配
布している。今後も引き続き、さ
らなる啓発活動を推進する。

・港湾整備前は、係留
施設不足による滞船
が生じていたが、今回
の整備により改善が
図られ、業務コストが
削減された。また背後
地の造成により交流
機会の増加が図られ
た。

・耐震岸壁の整備によ
り、緊急時における物
資の輸送コストが削減
され、また震災時にお
ける被害への不安の
軽減、震災後の事業
活動への不安の軽
減、緊急物資輸送に
よる地域住民の生活
の維持等の効果が期
待できる。

・平成22年時点でB/C
は、1.57 である。

・耐震強化岸壁の整
備により、震災後一般
貨物輸送によるCO2
の排出量を年間33.4ﾄ
ﾝ削減することが期待
出来る。

・係留施設の整備によ
り、滞船時のアイドリ
ングによるCO2の排出
量を削減することが期
待出来る。
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（単位：百万円）

完了年度 総事業費

当初 当初

最終 最終
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平成２２年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

全体事業概要と目的 事業の効果
採択

年度
県民の意見 今後の課題

事業の環境面への配
慮及び事業による環

境の変化

事業を巡る社会経済
情勢等の変化

【全体事業概要】
突堤 2基（Ｌ＝183m）

養浜 78,350m3

砂止潜堤 L=228m
排水工 L=121m

H18 1,172

異常気象時の高潮・波浪等
から海岸背後地の生命・財
産を守るとともに、快適な
海岸環境を整備する。

H17 1,146

・道瀬地区の世帯数
は事業完了時の平成
１７年から変化はなく、
依然として防護の必
要性は高い。
・当海岸周辺には平
成１６年に世界遺産に
登録された熊野古道
があり、海岸堤防は散
策ルートの一部として
多くの散策者に利用さ
れている。
・当海岸周辺では高
速道路の整備が進め
られており、平成２４年
度には紀伊長島イン
ターが開通予定であ
る。来訪者のほとんど
が車を利用しており、
高速道路の延伸によ
り移動時間が短縮さ
れるため、海岸を訪れ
る方の増加が期待で
きる。

・ 平成２２年９月に道瀬地
区海岸周辺の住民（７７世
帯）に対してアンケートを実
施。
また平成２２年７月末から
８月上旬の５日間にかけて
道瀬地区海岸の利用者（６
９組）に対して聞き取り調
査を実施。

工事の目的について５２％
の方が認知しておりました
が、４０％の方がご存じあ
りませんでした。

・安全面に関する満足度
「満足」＋「どちらかといえ
ば満足」５７％、
「不満」＋「どちらかといえ
ば不満」１５％

・ 海岸環境・景観保全に関
する満足度
「満足」＋「どちらかといえ
ば満足」４５％、
「不満」＋「どちらかといえ
ば不満」１０％

・海岸利用者の満足度
「満足」＋「どちらかといえ
ば満足」９７％、
「どちらかといえば不満」
３％

・事業全体の満足度
「満足」＋「どちらかといえ
ば満足」５７％、
「不満」＋「どちらかといえ
ば不満」９％

課題・問題点
・津波への対応
・工事内容などの周知不足

今後の留意事項
・津波に対する避難啓発の推
進。
・避難時間を確保するため陸閘
動力化の推進。
・計画段階で地区住民に対して
事業の目的や内容等について
十分説明し、地域の意見を反
映していく。
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道瀬地区海岸は、台
風などの高波時には
越波により、背後人家
の安全は危惧される
状況となっていたが、
平成１７年度の事業完
了後、多数の台風が
上陸ないし接近したも
のの、背後の人家等
に被害は発生せず、
防護機能を発揮する
ことができた。

当海岸は吉野熊野国
立公園内の恵まれた
自然環境にあり、また
海水浴や釣りなどの
利用者が多い。その
ため、海岸に設置した
突堤や排水路は、来
訪者の利用や自然景
観との調和を考慮し、
自然石を用いて整備
を行った。



（単位：百万円）

完了年度 総事業費

当初 当初

最終 最終
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平成２２年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

全体事業概要と目的 事業の効果
採択

年度
県民の意見 今後の課題

事業の環境面への配
慮及び事業による環

境の変化

事業を巡る社会経済
情勢等の変化

【全体事業概要】
人工リーフ 140m(1基)
突堤125m(1基)
緩傾斜護岸471m
養浜61,900m3
排水工66m

H17 2,537

異常気象時の高潮・波浪等
から海岸背後地の生命・財
産を守るとともに、快適な
海岸環境を整備する。

H17 2,103

・ 平成２２年９月に阿津里
浜海岸の周辺住民（３５世
帯）に対してアンケートを実
施。
また平成２２年７月末から
８月中旬の５日間にかけて
当海岸の利用者（２８９組）
に対して聞き取り調査を実
施。

・安全面に関する満足度
「満足」＋「どちらかといえ
ば満足」９２％、
「不満」＋「どちらかといえ
ば不満」１０％

・環境面や景観面に関する
満足度
「満足」＋「どちらかといえ
ば満足」７６％、
「不満」＋「どちらかといえ
ば不満」１８％

・当事業が地域活性化に
寄与したかという質問
「活性化が図られた」５
５％、
「活性化が図られていな
い」０％

・事業全体の満足度
「満足」＋「どちらかといえ
ば満足」１０人、
「不満」＋「どちらかといえ
ば不満」０人

・海岸利用者の満足度
「満足」＋「どちらかといえ
ば満足」８８％、
「不満」＋「どちらかといえ
ば不満」１０％

課題・問題点
・事業着手時には、地元住民と
の間で十分な意見調整を図る
仕組みが確立していなかった。
・海岸利用者が、当海岸をもっ
と快適に利用出来ることを望ん
でいる。

今後の留意事項
・事情効果について分かりやす
く、十分な説明を地域住民の方
に対して行う。
・利用面に配慮した海岸とする
ため、事業実施前に地元の観
光部局や、背後の地域の方々
と調整を行い、改善策を見いだ
していく。

H5

台風などの高波時に
は越波により、背後人
家の安全は危惧され
る状況となっていた
が、平成１７年度の事
業完了後、多数の台
風が上陸ないし接近し
たものの、背後の人家
等に被害は発生せ
ず、防護機能を発揮
することができた。

当海岸は伊勢志摩国
立公園内に位置して
いることから、人工
リーフを採用し、海面
上に消波ブロックが突
出しないようにした。ま
た、突堤や排水工の
被覆材については、ブ
ロックの代わりに石材
を使用し、景観に配慮
した。

・当海岸の背後は、多
くの利用者が毎年訪
れるオートキャンプ場
や、観光施設が整備
されているため、防護
の必要性は依然とし
て高い。

・当海岸では、養浜の
整備を平成12年～13
年に実施後しており、
養浜実施後の平成16
年度以降、海水浴等
を目的としたキャンプ
場利用者数が増加傾
向になっている。これ
に伴い海岸利用者数
も増加していると推測
される。

・平成17年の志摩大
橋の完成により、当海
岸まで国道260号バイ
パスを経由して行ける
ようになった。バイパ
ス開通前の現道は、
幅員が狭く、自動車の
すれ違いが困難で、
観光シーズンには混
雑が発生していたが、
バイパスの開通により
円滑な通行が確保さ
れ、利用者数の増加
に寄与したと考えられ
る。
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